
思
い
出
話
は
花
盛
り

気
分
は
す
ぐ
に
中
学
生
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町民の
ひろば町民の
ひろば町民の
ひろば

皆さんが参加するコーナーです。
耳よりな情報、ご意見、ご質問
など気軽にお寄せください。
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六角　泰雅
たいが

くん村田　愛
まな

ちゃん
（３歳11カ月・田子）

幸　司
純　子

さん長男）
（３歳2カ月・寺田）

英　樹
和　子　　

さん長女）
恐竜が大好きで、中でもティラ

ノサウルスは一番のお気に入り。
いつも図鑑を見ています。逆立ち
やでんぐり返しをしたり、家中を
走ったり、いつも体を動かしてい
ます。素直で優しい子に育ってほ
しいですね。 純　子

ままごとが好きで、家族みんな
に「コーヒーどうぞ」とコップを
渡してくれます。最近、本に興味
を持ち始め、絵を指さしながら読
み聞かせ(?)をしてくれるように
なりました。妹思いの優しいお姉
ちゃんになってね。 和　子

山
中

絵
美
さ
ん

（
22
歳
・
土
谷
川
）

小森 安造 さん

（87歳・四日市）

健康の秘けつは「体を動かすこ
とだなぁす」と話す安造さん。畑
仕事や散歩はもちろん、山から木
を切り出して牛舎で使うまきを割
っています。
「歩くよりはいい」と用事があ

るときには、自転車を利用。「車の
邪魔にならないように」といつも
堤防を通るようにしています。「で
こぼこ道は大変じゃないですか？」
と尋ねると「大丈夫」とひと言。
周囲の心配をよそに、さっそうと
自転車を乗りこなす安造さん。ペ
ダルをこぐ足取りは、年齢を感じ
させないほど力強く軽快でした。
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◆勤め先は？

鐚巻診療所で受付と会計を担当

しています。患者さんとのお金の

受け渡しがあるので、間違いがな

いように慎重に取り扱っています。

◆自分の性格は？

マイペース。

◆趣味・特技は？

音楽鑑賞です。ジャンルを問わ

ず何でも聴きますが、ロックが一

番好きですね。

◆今、一番したいことは？

九州に旅行したいです。大好物

の明太子を食べたり、ゆっくり名

所を巡りたいですね。

◆理想の男性像は？

マイナスな部分も受け入れてく

れる心の広い人かな。

◆将来の夢は？

自分でデザインした家を建てた

いです。

◆最後にひと言。

安全運転を心掛けましょう！

明太子が大好き！
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青少年健全育成ライオンズカップ
ミニサッカー大会
（６月25日）

今

月
のショッ

ト

今

月
のショッ

ト

今

月
のショッ

ト

元
美
女
と
野
獣
の
会
（
服
部
晴

男
代
表
）
は
、
昭
和
三
十
八
年
度

に
鐚
巻
中
学
校
を
卒
業
し
た
同
級

生
た
ち
の
集
ま
り
。
今
年
五
十
八

歳
を
迎
え
る
そ
の
面
々
が
六
月
三

日
か
ら
一
泊
二
日
の
日
程
で
、
二

回
目
の
「
修
学
旅
行
」
を
満
喫
し

て
き
ま
し
た
。

遠
く
は
三
重
県
か
ら
参
加
。
日

帰
り
も
含
め
三
十
一
人
が
集
ま
っ

た
旅
行
は
、
中
学
時
代
の
よ
う
に

名
札
を
付
け
、
都
内
の
お
台
場
や

鎌
倉
方
面
を
観
光
し
ま
し
た
。

集
合
場
所
の
上
野
駅
で
は
、
中

学
卒
業
以
来
と
い
う
人
も
い
て
、

お
互
い
の
姿
が
分
か
ら
ず
に
す
ぐ

そ
ば
で
待
ち
ぼ
う
け
。
バ
ス
の
中

で
は
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
、
ガ

イ
ド
の
話
も
上
の
空
。
見
学
先
で

は
一
人
残
し
て
バ
ス
を
発
車
さ
せ

た
り
、
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
に
夢
中
に

な
っ
て
集
合
時
間
に
遅
れ
た
り
。

お
酒
の
席
で
は
靴
騒
動
な
ど
、

次
々
と
起
き
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
に
、

後
で
笑
い
を
誘
う
場
面
も
多
か
っ

た
と
か
。

幹
事
の
一
人
、
福
井
克

身
さ
ん
（
新
町
）
は
「
四

十
三
年
ぶ
り
に
再
会
し
た

人
が
一
番
感
激
し
、
子
ど

も
の
こ
ろ
に
返
っ
た
よ
う

だ
と
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

同
級
生
は
、
会
え
ば
す
ぐ

に
打
ち
解
け
ら
れ
る
間
柄
。

離
れ
て
住
ん
で
い
て
も
、

近
く
に
行
っ
た
ら
い
つ
で

も
立
ち
寄
れ
る
よ
う
な
つ

な
が
り
を
持
っ
て
い
た
い

で
す
ね
」
と
う
れ
し
そ
う

に
振
り
返
り
ま
す
。

事
の
始
ま
り
は
平
成
十
六
年
。

鐚
巻
小
学
校
の
時
の
「
修
学
旅
行

の
し
お
り
」
が
四
十
四
年
ぶ
り
に

見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
。
「
こ
の
ま

ま
し
ま
い
込
む
の
は
惜
し
い
」
と
、

当
時
と
ほ
ぼ
同
じ
コ
ー
ス
を
た
ど

る
仙
台
・
松
島
方
面
の
旅
行
を
企

画
。
こ
の
と
き
参
加
し
た
仲
間
か

ら
、
今
度
は
「
中
学
校
編
を
」
と

の
声
が
上
が
り
、
今
回
の
旅
行
が

実
現
し
ま
し
た
。

同
級
生
は
現
在
、百
五
十
九
人
。

町
内
に
は
五
十
四
人
が
住
ん
で
い

て
、
仲
間
う
ち
で
集
ま
る
回
数
も

多
い
と
の
こ
と
。
次
の
企
画
は
、

還
暦
を
迎
え
る
二
年
後
の
「
今
昔

を
語
る
会
」。
自
分
た
ち
の
自
由

な
時
間
が
持
て
る
年
代
に
な
り
、

垣
根
の
な
い
付
き
合
い
が
ま
す
ま

す
深
ま
り
そ
う
で
す
。

浅草寺の前で

2回目の
修学 旅行

元美女と野獣の会


